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題材名：ソーシャルスキルすごろく

＜材料＞

・すごろく盤

・コマ（児童が選んだ動物のイラスト）

・iPad（さいころで使用）

＜使い方＞

①自分のコマを選び、スタートに置く。

②iPadでさいころを振り、出た目の数だけ進む。

③止まったマスに書かれた質問に答える。

<この教材で伸ばしたい力>

・自分の気持ちや考えを言葉で伝える力

・ルールや順番を守る力

＜使う時のポイント＞

・iPadを使ってさいころを振ることで、音や視覚的な反応が楽しく、操作

の簡便さから児童の集中を促す。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：文字のマッチング

＜材料＞

・木材

・イラストカード

・ミニホワイトボード

＜使い方＞

・イラストの名称と木材の文字をマッチングさせる。

<この教材で伸ばしたい力>

・文字に興味をもつ。

・文字を理解することができる。

＜使う時のポイント＞

・木材の文字の提示の仕方を工夫する。

・実態に応じて口形模倣も同時に行う。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：電子レンジでシルエットクイズ

＜材料＞

・電子レンジ：段ボール、厚紙、クリアファイル、書道半紙、壁掛

けフック、両面テープ、懐中電灯

・カード：文字やイラストを印刷した紙、ラミネートフィルム

＜使い方＞

①電子レンジ内側の壁掛けフックに問題カード（背景透明）を掛

け、奥から懐中電灯で問題カードを照らして文字やイラストのシル

エットを窓に浮かび上がらせる

②シルエットを見て、同じ文字やイラストが描かれた解答カード

（背景不透明）をマッチングさせる

<この教材で伸ばしたい力>

・文字や絵をマッチングさせる力、文字に親しむ力

＜使う時のポイント＞

・対象児童に応じて、文字のみ、イラストのみ、文字とイラスト両

方など、カードの出し方を工夫する

〈指導領域・教科等〉

・国語
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題材名：数字のマッチング

＜材料＞

・「モンテッソーリたのしい！まるシールはりブック」（大創出版）

＜使い方＞

・イラスト具体物の色を合わせたり、数を合わせたりして取り組む。

<この教材で伸ばしたい力>

・数の確認をしながら丁寧に貼る。

・色を確認しながら丁寧に貼る。

・手指の操作性の向上を図る。

＜使う時のポイント＞

・児童の実態に合わせてシールの数や色の数を指定しながら行い、数の復

唱をしたり、数字のマッチングをしたりしながら使用する。

〈指導領域・教科等〉

・算数
題材名：いろいろバスで色のマッチング

＜材料＞

・赤、青、黄色バスの絵カード（貼り付け）

・赤、青、黄色のマッチングを行う様々な絵カード

＜使い方＞

・赤、青、黄色バスの絵カードに、それぞれ同じ色の様々な絵カー

ドをマッチングして貼り付ける。

<この教材で伸ばしたい力>

・色に興味や関心をもつ。

・対象物を見比べたり選択したりすることができる。

＜使う時のポイント＞

・児童の実態に応じて、黄色の色１つに絞ってマッチングさせた

り、マッチングする絵カードを児童が選んで貼らせたり、実態や状

況に応じてやり方を工夫して取り組めること。

〈指導領域・教科等〉

・算数

題材名：はいぜんごっこ

＜材料＞

・ホワイトボード・写真カード・平仮名カード・メニューカード・マー

カーペン・マグネットシート

＜使い方＞

①誰の給食を配膳するのか、平仮名カードをいくつか貼って考えさせる。

当たったら、写真カードを貼る。

②メニューカードを貼って、今日のメニューを伝える。

➂平仮名カードを並び替え、名前を完成させる児童と、お品書きを書く児

童を指名する。

④今日配膳するのはどういう人達なのか考えさせる。

➄一品ずつ条件を伝えて、配膳させる。

＜ポイント＞

・児童の実態に応じて、提示方法を替えられる。

・その日の状況に応じて人数、品数、メニューを替えられる。

・男女、大人と子供、何組、何便等、いろいろな仲間分けと語彙の増加を

目指せる。

<この教材で伸ばしたい力>

・身の回りの人の名前に関心をもち、覚える。・語彙を増やす。・単語を

書く。・前で話をする人（教員・指導者など）の話をよく聞く。

〈指導領域・教科等〉

・国語

展示会場にて

紹介します
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題材名：両手の協応動作の練習

＜材料＞

・クリームケース　・シール

＜使い方＞

①本体と蓋を別の入れ物に入れておく。

②本体と蓋に貼られたシールを見て同じものを探す。

③見つけたら、蓋を本体へ装着し回して閉める。

<この教材で伸ばしたい力>

・絵を見て判別し本体と蓋をマッチングさせること。

・蓋をしめる際の両手の協応動作。

＜使う時のポイント＞

・児童の興味のあるシールを用いることで取り組む意

欲を高められる。

・数をたくさん準備し、繰り返し取り組むことで蓋を

しめる動作に慣れてコツをつかむことができる。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：箸の練習

＜材料＞

・エジソン箸

・消しゴム

・黒豆

＜使い方＞

・児童の実態に合わせた箸を選び（リング付等）使

用。

<この教材で伸ばしたい力>

・手指の操作性

・集中力

＜使う時のポイント＞

・摘まむ教材は児童の実態に合わせて使用する。特

に、消しゴムは表面が滑りにくく大きさも児童に合わ

せて切りそろえることができるので、取り組み始めの

児童にとっては自信を持って活動できるのではないか

と考えられる。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動


